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３
月
１１
日
に
開
催
し
た
団

体
交
渉
に
お
い
て
、
左
表
の

回
答
を
会
社
か
ら
引
き
出
し

た
。今

次
春
闘
で
は
、
「
人
財

こ
そ
が
最
大
の
財
産
」
と
の

絶
対
的
価
値
観
を
礎
に
、
未

来
を
見
据
え
た
「
人
財
へ
の

投
資
」
を
掲
げ
、
こ
れ
ま
で

以
上
に
賃
金
面
で
の
前
進
を

基
軸
に
置
い
た
労
働
条
件
の

向
上
に
取
り
組
み
、
組
合
員

が
高
い
意
欲
を
も
っ
て
当
社

の
社
会
的
使
命
を
果
た
し
続

け
ら
れ
る
よ
う
、
満
額
回
答

の
必
要
性
、
継
続
的
な
賃
上

げ
の
重
要
性
を
強
く
主
張
し

て
き
た
。

徹
底
的
に
こ
だ
わ
っ
て
き

た
純
ベ
ア
は
、「
基
本
給
８
、

０
０
０
円
引
き
上
げ
」
を
得

た
。
要
求
に
届
か
な
い
も
の

の
、
生
産
性
向
上
分
を
加
味

し
た
賃
金
引
き
上
げ
に
よ

り
、
会
社
が
「
人
材
へ
の
投

資
」
と
し
て
応
え
た
も
の
と

認
識
し
て
い
る
。
ま
た
、
こ

の
３
年
間
の
取
り
組
み
を
経

て
、
２
０
２
２
（
令
和
４
）

年
度
か
ら
の
急
激
な
物
価
上

昇
に
対
し
て
も
、
調
整
手
当

を
除
い
た
賃
金
改
善
率
に
て

こ
れ
を
上
回
る
結
果
と
な
っ

た
。
加
え
て
継
続
的
か
つ
安

定
的
な
賃
上
げ
の
重
要
性
も

労
使
で
確
認
で
き
た
。

夏
季
手
当
は
「
３
・
０５
箇

月
」を
得
た
。日
々
の
弛
ま
ぬ

安
全
・
安
定
輸
送
堅
持
の
取

り
組
み
や
、
こ
の
間
磨
き
上

げ
て
き
た
サ
ー
ビ
ス
等
の
付

加
価
値
向
上
、
安
全
安
心
な

地
域
医
療
の
提
供
、
中
央
新

幹
線
建
設
の
推
進
、
事
業
展

開
や
グ
ル
ー
プ
一
体
と
な
っ

た
収
益
力
の
強
化
に
努
め
て

き
た
こ
と
に
対
し
、
夏
季
手

当
と
し
て
は
過
去
最
高
と
な

る
回
答
月
数
に
て
会
社
が
応

え
た
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

ま
た
、
議
論
を
構
築
す
る

中
で
、
定
期
昇
給
制
度
や
、

退
職
手
当
制
度
の
在
り
方
、

通
勤
手
当
の
基
本
設
計
上
の

課
題
、
中
央
新
幹
線
建
設
を

始
め
と
し
た
業
務
の
特
殊
性

に
応
じ
た
手
当
の
在
り
方
な

ど
各
種
手
当
論
の
議
論
深
度

化
に
も
繋
が
っ
た
。

以
上
、
賃
金
面
で
の
回
答

と
議
論
深
度
化
を
確
認
し

た
。
い
ず
れ
も
、
こ
の
間
の

組
合
員
の
献
身
的
な
取
り
組

み
、
努
力
に
対
し
、
会
社
が

真
摯
に
受
け
止
め
、
応
え
た

も
の
と
確
認
し
、
妥
結
を
判

断
し
た
。

今
次
春
闘
交
渉
に
て
、
個

別
賃
金
方
式
の
課
題
を
再
認

識
し
た
。
多
く
の
労
使
が
取

り
組
む
平
均
賃
金
方
式
に
よ

る
賃
金
改
善
に
は
、
個
別
賃

金
方
式
よ
り
広
く
各
種
手
当

等
を
含
む
表
現
と
な
っ
て
お

り
、
我
々
の
取
り
組
み
と
の

差
が
あ
る
た
め
、
モ
デ
ル
賃

金
で
の
評
価
に
よ
る
分
か
り

や
す
さ
を
損
な
わ
ぬ
よ
う
、

要
求
方
式
を
見
直
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
。
成
果
面
で
の

課
題
に
つ
い
て
は
、
引
き
続

き
労
使
自
治
に
て
、
持
続
可

能
な
賃
金
引
上
げ
の
み
な
ら

ず
、
働
き
方
の
改
善
等
、
真

摯
な
議
論
を
尽
く
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の

た
め
に
も
全
員
参
画
の
ユ
ニ

オ
ン
運
動
が
重
要
で
あ
る
。

今
次
春
闘
に
お
い
て
も
、

組
合
員
の
想
い
の
詰
ま
っ
た

檄
布
・
檄
色
紙
・
檄
Ｆ
Ａ
Ｘ

や
春
闘
集
会
等
の
取
り
組
み

を
通
じ
、
か
つ
て
な
い
規
模

の
激
励
を
頂
い
た
。
そ
の
う

え
で
、
各
級
機
関
に
お
い
て

労
使
協
議
等
に
精
力
的
に
取

り
組
み
、「
Ｏ
Ｎ
Ｅ
チ
ー
ム
」

で
闘
い
抜
き
、
さ
ら
な
る
組

織
強
化
を
果
た
し
た
。
力
強

く
交
渉
を
支
え
て
い
た
だ
い

た
す
べ
て
の
組
合
員
、
関
係

者
に
感
謝
申
し
上
げ
る
。
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≪回答≫

１ 令和７年度新賃金

（１）定期昇給の標準乗数は４とする。

（２）３５歳ポイントの基本給を８，０００円引き上げる。

（３）日直・宿直手当を以下のとおり引き上げる。

日直手当：５時間を超える場合７００円、５時間以内の場合４００円

宿直手当：８時間を超える場合７００円、８時間以内の場合４００円

２ 令和７年度夏季手当

（１）支給月数は、３．０５箇月分とする。

（２）支給日は、６月３０日以降準備でき次第とする。

〈〈２２００２２５５春春闘闘でで得得らられれたた主主なな成成果果おおよよびび確確認認出出来来たた事事項項〉〉

・キャリア採用（即戦力・経験者採用）を継続し、中央新幹線

建設での即戦力、収益の拡大等、経営体力の再強化を更に強

化する目的で２０名程度の採用計画を確認

・人財の確保に向け、プロフェッショナル職のキャリア採用（ポ

テンシャル採用）を開始し、経験不問にて運輸・車両・施設・電

気の各系統で５～１０名程度の採用計画を確認

・「ｅ―キャビｎｅｔ」へ就業規則集を掲載し、出向者や休職

者も含め、全社員が閲覧可能となることを確認

・育児・介護支援として、昇格試験合格後の階層別研修の修了

を昇格要件から除くことを確認

・乗務員養成研修における事前通知時期の更なる早期化につい

て、検討中を確認

・改正育児・介護休業法における「介護制度の周知（情報提供）」

について、初年度は４０歳以上の社員を対象に周知することと

して、検討中を確認

・差額ベッド補助金（福祉会）の増額について、検討中を確認


